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(57)【要約】
【課題】透過型液晶パネルと偏光板、偏光板と回路基板
を接着剤で固定する透過型液晶表示装置の透過型液晶パ
ネル、偏光板、及び回路基板が温度によりずれないよう
にする。
【解決手段】一方にＳＯＳ基板、他方に透明基板を使用
した透過型液晶パネルの両基板に偏光板を貼付し、該透
過型液晶パネルの画像表示部に対応した開口部を形成し
た回路基板に貼付し、前記透過型液晶パネルに形成され
た外部接続端子と前記回路基板に形成された外部接続端
子をワイヤーにより接続する透過型液晶表示装置におい
て、前記ＳＯＳ基板、ＳＯＳ基板に貼付された偏光板及
び前記回路基板の側面を接着剤で固定した透過型液晶表
示装置とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一方にＳＯＳ基板、他方に透明基板を使用した透過型液晶パネルの両基板に偏光板を貼
付し、該透過型液晶パネルの画像表示部に対応した開口部を形成した回路基板に貼付し、
前記透過型液晶パネルに形成された外部接続端子と前記回路基板に形成された外部接続端
子をワイヤーにより接続する透過型液晶表示装置において、前記ＳＯＳ基板、ＳＯＳ基板
に貼付された偏光板及び前記回路基板の側面を接着剤で固定したことを特徴とする透過型
液晶表示装置。
【請求項２】
　一方にＳＯＳ基板、他方に透明基板を使用した透過型液晶パネルの両基板に偏光板を貼
付し、該透過型液晶パネルの画像表示部に対応した開口部を形成した回路基板に貼付し、
前記透過型液晶パネルに形成された外部接続端子と前記回路基板に形成された外部接続端
子をワイヤーにより接続する透過型液晶表示装置において、前記ＳＯＳ基板に貼付された
偏光板は、前記開口部より小さく、前記ＳＯＳ基板と前記回路基板の側面を接着剤で固定
し、透過型液晶パネルと回路基板はＳＯＳ基板で固定したことを特徴とする透過型液晶表
示装置。
【請求項３】
　前記回路基板はＦＰＣ基板に補強基板が貼付された回路基板であることを特徴とする請
求項１または２記載の透過型液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は透過型液晶表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一方にＳＯＳ基板、他方に透明基板を使用した透過型液晶パネルが開発されている。主
に液晶プロジェクターに使用するエンジンとして開発されている。（特許文献１参照）
【０００３】
　図３は従来技術による透過型液晶表示装置であって、（Ａ）は正面図、（Ｂ）は側面図
、（Ｃ）はＸ－Ｘ断面図である。
【０００４】
　透過型液晶パネルはＳＯＳ基板１と透明基板２で構成され、ＳＯＳ基板１上に形成され
たシリコン薄膜に画素電極、画素を駆動するＴＦＴ、その他の回路素子や配線が形成され
ている。その他、透過型液晶パネルとして必要な構成要素があるが、ここでは省略する。
ＳＯＳ基板１と透明基板２の表面には偏光板３、４が透過軸が直交するように接着されて
いる。
【０００５】
　ＦＰＣ回路基板６と補強基板５には夫々透過型液晶パネルの画像表示部Ｓに対応した開
口部６Ａ、５Ａが形成され、接着固定されている。開口部５Ａ、６Ａと透過型液晶パネル
の画像表示部Ｓを位置合せしてＦＰＣ回路基板６の開口部６Ａ外周部と偏光板３の画像表
示部Ｓの外周部が両面接着剤（不図示）により固定される。両面接着剤は例えば３Ｍ９８
８５を使用する。粘着剤のみで構成された両面テープなので、被着体へのなじみが良く作
業性も良く、基材が無い(やわらかい) 熱伝導性に優れたテープであり、トランジスタ、
ＣＰＵなどの半導体・電子部品に対するヒートシンクや放熱器の接着に使用されている。
【０００６】
　透過型液晶表示パネルの外部接続端子とＦＰＣ回路基板がボンディングワイヤー７によ
り電気的に接続されることで、透過型液晶表示装置が完成する。必要によりボンディング
ワイヤー７は樹脂等で覆い保護される。
【０００７】
【特許文献１】特開平１１－３３７９１９号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　前記透過型液晶表示装置をプロジェクターのエンジンとして使用すると、プロジェクタ
ーのランプの強い光を受けて透過型液晶表示装置の温度が上昇する。温度の上昇、下降を
繰り返すと夫々の位置関係がずれてしまう。時にはボンディングワイヤーがボンディング
部で剥離したり断線することもある。
【０００９】
　製品の保管場所や運搬時の温度変化が大きい場合にも位置関係がずれることがある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　一方にＳＯＳ基板、他方に透明基板を使用した透過型液晶パネルの両基板に偏光板を貼
付し、該透過型液晶パネルの画像表示部に対応した開口部を形成した回路基板に貼付し、
前記透過型液晶パネルに形成された外部接続端子と前記回路基板に形成された外部接続端
子をワイヤーにより接続する透過型液晶表示装置において、前記ＳＯＳ基板、ＳＯＳ基板
に貼付された偏光板及び前記回路基板の側面を接着剤で固定した透過型液晶表示装置とす
る。
【００１１】
　一方にＳＯＳ基板、他方に透明基板を使用した透過型液晶パネルの両基板に偏光板を貼
付し、該透過型液晶パネルの画像表示部に対応した開口部を形成した回路基板に貼付し、
前記透過型液晶パネルに形成された外部接続端子と前記回路基板に形成された外部接続端
子をワイヤーにより接続する透過型液晶表示装置において、前記ＳＯＳ基板に貼付された
偏光板は、前記開口部より小さく、前記ＳＯＳ基板と前記回路基板の側面を接着剤で固定
し、透過型液晶パネルと回路基板はＳＯＳ基板で固定した透過型液晶表示装置とする。
【００１２】
　前記回路基板はＦＰＣ基板に補強基板が貼付された回路基板である透過型液晶表示装置
とする。
【発明の効果】
【００１３】
　ＳＯＳ基板と回路基板の側面、または、ＳＯＳ基板と偏光板と回路基板の側面を接着剤
で固定することにより、二者または三者が強固に固定され、温度の上昇、下降を繰り返し
てもお互いの位置関係がずれることを防止できた。
【００１４】
　製品の保管場所や運搬時の温度変化が大きくても位置関係がずれることが無くなり、製
品の信頼性が増した。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　一方にＳＯＳ基板、他方に透明基板を使用した透過型液晶パネルの両基板に偏光板を貼
付し、該透過型液晶パネルの画像表示部に対応した開口部を形成した回路基板に貼付し、
前記透過型液晶パネルに形成された外部接続端子と前記回路基板に形成された外部接続端
子をワイヤーにより接続する透過型液晶表示装置において、前記ＳＯＳ基板、ＳＯＳ基板
に貼付された偏光板及び前記回路基板の側面を接着剤で固定した透過型液晶表示装置とす
る。
【実施例１】
【００１６】
　図１は本発明による透過型液晶表示装置であり、（Ａ）は正面図、（Ｂ）は側面図、（
Ｃ）はＸ－Ｘ断面図、（Ｄ）は異なる実施例のＸ－Ｘ断面図である。回路基板がＦＰＣ回
路基板と補強基板で構成されている例である。
【００１７】
　透過型液晶パネルはＳＯＳ基板１と透明基板２で構成され、ＦＰＣ回路基板６と補強基
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板５には夫々透過型液晶パネルの画像表示部Ｓに対応した開口部が形成され、接着固定さ
れている。開口部と透過型液晶パネルの画像表示部Ｓを位置合せしてＦＰＣ回路基板６の
開口部外周部とＳＯＳ基板１の画像表示部の外周部が両面接着剤により固定され、透過型
液晶パネルの外部接続端子とＦＰＣ回路基板６の端子がボンディングワイヤー７により電
気的に接続され、必要によりボンディングワイヤー７は樹脂等で覆い保護される。その後
、クロスニコルに配置した偏光板の間に前記透過型液晶パネルを配置して検査をし、良品
のみ、前記ＳＯＳ基板１と透明基板２に偏光板３、４を貼付するのは、従来技術と同様で
ある。
【００１８】
　本発明においては、図１（Ａ）、図１（Ｂ）に示すようにＳＯＳ基板１と、偏光板３と
ＦＰＣ回路基板６を接着固定した後、三者の側面外周部の２辺を接着剤８で固定している
。
接着剤８は例えば３Ｍ３０２６Ｇであり、特に偏光板３とＦＰＣ回路基板６が剥離しない
ように、ＵＶ硬化型接着剤でしっかり固定する。接着剤８は透明基板２には付かないよう
にするのが肝要である。
【００１９】
　図１（Ｄ）に示す例は、偏光板３’が開口部より小さく、開口部の中に収容される例で
ある。本例の場合は接着剤８で固定するのはＳＯＳ基板１とＦＰＣ回路基板６の側面外周
部だけである。
【実施例２】
【００２０】
　図２は本発明による透過型液晶表示装置であり、（Ａ）は正面図、（Ｂ）は側面図、（
Ｃ）はＸ－Ｘ断面図、（Ｄ）は異なる実施例のＸ－Ｘ断面図である。回路基板が１枚基板
の例である。
【００２１】
　透過型液晶パネルはＳＯＳ基板１と透明基板２で構成され、回路基板９には透過型液晶
パネルの画像表示部に対応した開口部９Ａが形成されている。開口部９Ａと透過型液晶パ
ネルの画像表示部Ｓを位置合せして回路基板９の開口部外周部とＳＯＳ基板１の画像表示
部Ｓの外周部が両面接着剤により固定され、透過型液晶パネルの外部接続端子と回路基板
９の端子がボンディングワイヤー７により電気的に接続され、必要によりボンディングワ
イヤー７は樹脂等で覆い保護される。その後、クロスニコルに配置した偏光板の間に前記
透過型液晶パネルを配置して検査をし、良品のみ、前記ＳＯＳ基板１と透明基板２に偏光
板３’、４を貼付する
【００２２】
　本発明においては、図２（Ａ）、図２（Ｂ）に示すようにＳＯＳ基板１と、偏光板３と
回路基板９を接着固定した後、ＳＯＳ基板１と回路基板９の二者の側面外周部の２辺を接
着剤８で固定している。接着剤８は透明基板２には付かないようにするのが肝要である。
【００２３】
　図２（Ｄ）に示す例は、偏光板３が開口部より大きく、回路基板９に接着される例であ
る。本例の場合は接着剤８で固定するのはＳＯＳ基板１と偏光板３と回路基板９の三者の
側面外周部となる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明による透過型液晶表示装置であり、（Ａ）は正面図、（Ｂ）は側面図、（
Ｃ）はＸ－Ｘ断面図、（Ｄ）は異なる実施例のＸ－Ｘ断面図
【図２】本発明による透過型液晶表示装置であり、（Ａ）は正面図、（Ｂ）は側面図、（
Ｃ）はＸ－Ｘ断面図、（Ｄ）は異なる実施例のＸ－Ｘ断面図
【図３】従来技術による透過型液晶表示装置であって、（Ａ）は正面図、（Ｂ）は側面図
、（Ｃ）はＸ－Ｘ断面図
【符号の説明】
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【００２５】
　１　　　ＳＯＳ基板
　２　　　透明基板
　３　　　偏光板
　３’　　偏光板
　４　　　偏光板
　５　　　補強基板
　５Ａ　　補強基板の開口部
　６　　　ＦＰＣ回路基板
　６Ａ　　ＦＰＣ回路基板の開口部
　７　　　ボンディングワイヤー
　８　　　接着剤
　９　　　回路基板
　９Ａ　　回路基板の開口部

【図１】

【図２】

【図３】
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